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   A 42-year-old man had rapidly progressing metastasis to the tongue 3 months after 
nephrectomy due to renal cell carcinoma. He visited an otolaryngeal clinic with the chief 
complaint of bleeding and pain on his tongue . Biopsy of the tongue revealed metastasis 
from the renal cell carcinoma. 
   After treatment with radiation and chemotherapy, the tongue tumor was disappeared 
macroscopically. 
   Renal cell carcinoma metastasizing to the tongue is rare. Statistical studies on the report 
of metastasis to the tongue of renal cell carcinoma are reviewed. 







患 者:nz歳,男 性,会 社 員
主 訴;舌 部 の 出血,疹 痛
家 族 歴 ・既 往 歴:特 記 す べ き事 項 な し
現 病 歴:1985年4月,無 症 候性 肉眼 的 血 尿 を 主 訴 と
して 当科 を 受 診 し,IVP(Fig.1),CT(Fig.2)な
どの精 査の 結 果,左 腎細 胞 癌 の 診 断 で経 腹 膜 的 腎 摘 除
術 を受 け た.病 理 組 織 検 査 で はrenalcellcarci-
noma,solidtype,pleomorphictype,grade3,
INPrと 診 断 され た,そ の 後,外 来 でUFTを 投 与
し経 過 観察 を 行 な って い た,
1985年8月,左1.1腔内 の出 血,1冬痛 が 出 現 し た の
で,某 耳鼻 科 を 受 診 した とこ ろ舌 腫 瘍 の 疑 い に て 当院
耳 鼻科 を紹 介 され た.
現 症11165.5cm,体 重72kg,栄 養 中rl,血
圧120～90,脈拍78分 整.顔 面 に異 常 な く,口 腔 内
は,舌 根 部 左 側 に 黄 褐 色 の潰 瘍 が あ り,そ の 周囲 は 固
く隆起 が み られ た.頸 部 に リンパ 節 の腫 脹 な く,理 学
的 に は 胸部 に も異 常 は認 め られ な か った,
入 院時 検査 所 見
尿 検 査;異 常 な し.検 血;WBC7,700/μ1,RBC
so5×lo4/μ1,Hb12.5g/dl,Ht40.9%,血小板28






耳 鼻 科 検 査
問 接 喉 頭 鏡 で,種 瘍 は黄 褐 色,直 径約3cmで,
表 面 は 不 整 で 白苔 に 覆 われ て,喉 頭 上 方lcmの とこ
ろ ま で広 が って お り,確 定 診 断 の た め に 生検 を 行 な っ
た(Fig.3).HE染 色 で は,正 常 重 層 扁平 上 皮 の下
に密 に,円 形 の 細 胞 を 主体 とす る腫 瘍 細 胞 の増 殖 を 認
め(Pig.4右 側),原 発 性 舌 癌 は 桶 平 上 皮癌 が 大 部 分
で あ り,転 移 性 腫 瘍 が 疑わ れ たた め,腎 細 胞癌 の病 理
組 織(Fig.4左 側)と 比 較 検 討 した と ころ 転移 が 疑



































われ,さ らにPAS染 色標 本(Fig.5)にて も明 る い
豊富 な細 胞 質 を もつ 腫瘍 細 胞 か らな り,PASで 穎粒
状に 染 まる グ リコー ゲ ンが 原 発 巣,転 移 巣 と もに 多 数
認 め られ た ため,原 発 巣 は 腎 細胞 癌 で舌 腫 瘍 は そ の 転
移 と診 断 した.
経 過
腎摘 時,す なわ ち4ヵ 月前 に は肺 転 移 は 認 め な か っ
たが,胸 部 断 層,胸 腹 部CTに て,両 肺 に 直 径 約1
Cmの 多 発 性 転移 像 を認 め た.な お,腎 摘 除 術 を 行 な
った左 腹 部 に局 所再 発 は 認 め な か った,
これ らの こ とか ら,舌 転 移 部 に 対 して根 治的 手 術 は
適応 とな らず,舌 転 移 に 対 して は 放 射線 療 法 を 左 右 対
向2門200rads/dayにて 合 計5,000radsを施 行 す
ると同 時 にadriamycin40mg,cisplatin50mg,
















































転移 性 舌 腫 瘍 の 頻 度 は,WeitznerらDによれ ぽ 悪
性 腫瘍 患 者 の 剖 検1,000例に1例(0.1%)み られ る と
して お り,ZegarelliらP)によ る と,悪 性 腫 瘍 の 剖
検7,000例中15例(0.2%)で あ る と報 告 して い る.
また,Friedlanderら3)によれ ば,口 腔 内 悪 性腫 瘍 の
中 で 転移 性 腫 瘍 の割 合 は約1%で,そ の うち,90%
は 顎(下 顎骨72%,上 顎 骨18%)で 残 りは10%(舌5
0,頬3%,そ の他2%)と 述 べ て い る.Weitznerら
は 転 移 性 舌腫 瘍 にお け る腎 細 胞癌 の頻 度 は15例中3例
(20%)として い る.一 方,里 見 ら4)によ る と腎 細 胞
癌 に お け る舌 転 移 の 頻 度 は 腎 細胞 癌124例中1例(0.8
0)で あ る と してい る.
























TableI.腎細 胞 癌 の 舌 転移 報 告 例.























































































肺 ・小腸 ・結腸 生存
肺 ・骨7カ 月
な く,外 国 文 献 で は,Coenen5),McNattin6),
Schrag7),DerCarmenR),Friedlander3),Fitzge-
raids),本邦 では,里 見4),北尾1。),飯尾1D,山 本12)
の報 告 を み る のみ で あ った(Tablc1).
これ らの症 例 に つ い て み る と,年 齢 は34歳か ら84歳
(平均59.3歳)で,性 別 は 男8例,女3例 で あ った.
原 発 部 位 で は 左腎7例,右 腎2例 と左 腎 が 多 い傾 向が
み られ た,舌 転 移 部 位 は 舌根 部4例,舌 体 部3例,舌
左 側 部1例,舌 先 端 部1例 で あ った.舌 転 移 腫瘍 の大
き さは2cmか ら3cmと か な り大 き くな って か ら
でな い と発 見 され て いな い.治 療 は切 除5例,生 検 の
み2例,放 射線 療 法2例,治 療 な し2例 で あ った.舌
転 移 を と もな う腎細 胞 癌 の 他 臓器 へ の転 移 は 肺7例 と
多 く,骨2例,脳,心,皮 膚,腸 各1例 で あ った.舌
転 移 が 全 身 転移 の一 部 で あ る こ とが 明 らか で あ る.予
後 は6ヵ 月 以 内 の死 亡 例 が7例 と不 良 な 症 例 が 大 部分
であった.
腎細胞癌の転移の範囲を耳鼻科領域 に広げてみる
と,里 見 ら4)は腎細胞癌 の耳鼻科領域へ の転移を64
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